事　業　計　画　書　（注）１
	区域の別
	・市街化調整区域　・その他の区域　　（該当するものを○で囲むこと。）

	除外の目的
	・工場・資材置場・駐車場・店舗・作業場・倉庫・事務所・建売又は注文住宅（団地）（注）２

・その他（　　　　　　　　　　　　　）　　（該当するものを○で囲むこと。）

	営業内容
	

	資本金
	
	年間売上高
	
	従業員数
	

	所有車両台数
	来客用　　台、営業用　　台　（注）３

	既存工場等
	場　所
	

	
	敷地及び施設面積
	

	
	利　用

状　況
	過去に、資材置場・駐車場として転用許可を受けた農地で現在地の用途に利用（未利用の場合も

該当する）しているものがあれば、その所在地、面積及びその理由を記入すること。

	除外の目的、必要性、緊急性に関する説明
	

	除外面積の妥当性に関する説明（利用見込、駐車台数等の数値等により具体的に記入すること。）
	

	農用地区域でしかできない理由（市街化区域または非農用地区域ではできない理由）
	

	排水処理計画及び公害防止施設等に関する説明
	

	工 事 計 画
	造成工事　　　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日
建物建築工事　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	資 金 計 画
（千円）
	・必要経費　土地取得費　　　　　　　　　　　・資金調達方法　自己資金
　　　　　　造成工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　借 入 金

　　　　　　建築工事費

　　　　　　そ　の　他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ の 他　　　　　　　　　　
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計


（注）　１　この様式の各記入欄に記入しきれない場合は別紙に記載しても構わない。
　　　　２　除外目的が「建売又は注文住宅」の場合は、現在造成中の住宅団地の進歩状況を説明する資料を別途添付すること。

　　　　３　業務用車両はトラック、ブルドーザー、ショベルカー等の種類別に記入すること。

